
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＧパリックⅡは特に高Ｎ値、高粘着性などの鋭敏性を持つ粘土に対して有効と

される塑性流動化材です。泥土圧シールド工法による掘削などにおいて対象とな

る粘性土地盤の特性は地域によっても様々であり、過去における地盤層構成段階

において加わった力学抵抗により得た電気的要素による粘着性など、掘削より排

出工程において低力学抵抗による減摩効果、自立性による不分離化などの効果を

低濃度領域において発現させることのできる画期的分散材です。 

泥水シールド工法において、シルト・粘土層及びコラム掘削時における泥水の著

しい粘性上昇に対して粘性低下効果を持ち、余剰泥水の処分量を低減させること

ができます。 

  

 

分分分散散散材材材   

 

1・泥土圧シールド・流動化処理工法などの流動輸送工程において、TG パリックⅡの分散効果 

により流動性を促進します。 

2・高Ｎ値・高粘着性質の粘性土地盤掘削時においてのカッタートルク圧上昇・チャンバ－閉塞など

の付着防止効果・剥離性にも優れます。 

3・分散効果に優れているため、注入率を下げることが可能であり排泥量も抑えることができます。

助剤として TG ジェルを併用することで掘削土の泥水化を防ぎ、まとまり感のある良質な掘削

土に改良できます 

4・付着防止効果に優れているため、ポンプ圧送の現場（粘性土掘削時）にも適しています。 

5・流動化処理工法などの注入工程時においても固結化の抑制・流動性促進などの効果にも適して 

います。 

6・泥水式シールドにおける泥水の粘性上昇に対して粘性低下効果を持ち、余剰泥水の処分量 

を低減させることができます。 

 

 

 

 

外  観 ：白色粉末 

p  H ：７．０～９．０ 

荷  姿 ：20kg 袋・１ｔ袋・10ｔジェットパック車 



 

 

TG パリックⅡ ３.０～１０.０ｋｇ/㎥ TG ジェル １．０～２．０ｋｇ/㎥ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 

セメント 

（kg/㎥） 

TG パリックⅡ 

（kg/㎥） 
PH 

ＦＶ値 

（秒） 

1 0 0 7.5 32±1 

2 8 0 8.5 102±1 

3 
8 

5 8.5 30±1 

4 6 8.5 27±1 

セメント混入における粘性低下効果 

泥水における粘性低下効果 

（泥水性状） 

FV 値：60 秒、比重：1.22 

F
V
値
（
秒
）

 

添加量（kg/㎥） 

 

極度に泥水化することなく 

良質の排出土に改良できる 

低注入率において 

土塊を分散化させることが可能 

TG パリックⅡ単独使用 TG パリックⅡ＋TG ジェル併用使用 

高 N 値の土塊に対する使用例 
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テクニカ合同株式会社 
 

(本社 西日本国際事業グループ)〒６５８－００１５ 

神戸市東灘区本山南町８丁目６番２６号 東神戸センタービル１２階 

ＴＥＬ０７８－４３６－０２８０      ＦＡＸ０７８－４５１－０２５７ 

(東日本事業グループ)〒１７０－００１３ 

東京都豊島区東池袋３丁目９番１０号 池袋ＦＮビル１階 

ＴＥＬ０３－６９０７－２５６６      ＦＡＸ０３－３９８５－８６１１ 

(神戸研究室)〒６５２－０８８４ 

神戸市兵庫区和田山通１丁目２番２５号 D棟４０５号 

ＴＥＬ・ＦＡＸ０７８－６７１－１１９０ 

(大阪工場)〒５７７－００６７ 

大阪府東大阪市高井田西４丁目１番９号 

ＴＥＬ０６－４３０９－７３４０      ＦＡＸ０６－４３０９－７３４１ 

ＵＲＬ：https://www.technica-goudou.co.jp/ 

 


